
ＪＡ鹿本コミュニケーションマガジン VOL384

耕そう、大地と地域のみらい。

第
34
回
Ｊ
Ａ
鹿
本
通
常
総
代
会
を
開
催
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SDGs（エス・ディー・ジーズ）は、17の目標から構成される
「持続可能な開発目標」です。JA鹿本の取組みの中には、
SDGsに関連する活動が多くあります。

　ＪＡは今日まで農家組合員の営農と生活の向上、地域農業の振興など
を目的として多様な事業展開を行ってきました。
　しかしながら、政府による農業政策の見直し、農業者の高齢化、担い手
不足、耕作放棄地の増加など、わたしたち（農業・地域・ＪＡ）をとりまく情
勢は依然として厳しいものとなっています。
　これらの情勢や課題を踏まえ、ＪＡ鹿本では３つの基本目標「農業者の
所得増大」・「農業生産の拡大」・「地域の活性化」の実現に向けた“創造的
自己改革”を進めてまいります。

ＪＡ鹿本は自己改革やＳＤＧｓの達成に向けて取り組み、関連記事にマーク・アイコンを付けています！

ＪＡ鹿本の創造的自己改革

お
知
ら
せ

理
事
会
・
地
域
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー

次
代
に
つ
な
げ
！
〜
鹿
本
農
業
高
校
だ
よ
り
〜

地
域
の
情
報

家
庭
菜
園
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
管
理
に
つ
い
て

頭
脳
に
挑
戦

無
料
相
談
会
・
お
便
り

旬
の
人
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第
34
回 

Ｊ
Ａ
鹿
本
通
常
総
代
会
を
開
催

理
事
・
監
事
・
退
任
者
紹
介

第
34
回
Ｊ
Ａ
鹿
本
通
常
総
代
会
を
開
催

第
34
回
Ｊ
Ａ
鹿
本
通
常
総
代
会
を
開
催

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト　

Ｊ
Ａ
鹿
本
は
６
月
２１
日
に
熊
本
市
植
木
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
３４
回
Ｊ
Ａ

鹿
本
通
常
総
代
会
を
開
催
し
、提
出
議
案
６
議
案
を
可
決・承
認
し
ま
し

た
。任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
新
役
員
を
選
任
し
、新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
総
代
会
閉
会
後
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、植
木
区
域
山
本
地
区

の
西
岡
裕
治
氏
を
新
組
合
長
に
選
任
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
重
点
事
項
と
し
て「
地
域
農
業
を
担
う
人
材
の
育
成・確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
」、「
地
域
の
活
性
化
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」、「
持

続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
強
化
」な
ど
５
つ
を
掲
げ
取
り
組
み
ま
す
。

提
出
議
案

提
出
議
案

【
議
題
】

【
報
告
事
項
】

第
１
号
議
案

（
報
告
事
項
） 令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
関
連
事
項
に
つ
い
て

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
食
料・農
業・農
村
基
本

政
策
の
確
立
に
関
す
る
特
別
決
議
に
つ
い
て

１
．Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て

２
．農
業
者
政
治
連
盟
の
年
会
費
徴
収
に
つ
い
て

３
．熊
本
県
農
業
政
策
確
立
対
策
募
金
運
動
に
つ
い
て

４
．子
会
社
の
業
務
報
告
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、注
記
表
及
び

附
属
明
細
書
に
つ
い
て

新 役 員 挨 拶新 役 員 挨 拶新 役 員 挨 拶新 役 員 挨 拶
　

第
３４
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、会
長
理
事

に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。代
表
理
事
組
合
長
と
し
て

の
６
年
間
、組
合
員
の
皆
様
に
は

ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
、心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
か
ら
丸
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、未
だ
完
全
な
収
束
に
は
至
って

お
り
ま
せ
ん
。加
え
て
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
、急
激
な
円
安
な
ど
に

よ
る
生
産
資
材
等
の
高
騰
に
よ
り
、

農
家
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
事
態

に
対
応
す
る
た
め
燃
油・生
産
資
材

等
高
騰
に
対
す
る
還
元
対
策
に
加

え
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
事
業

採
択
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、県
域
Ｊ
Ａ
に
つ
き
ま
し
て

は
、延
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
も
前
向
き
な
協
議
が
続
い

て
参
り
ま
す
。こ
の
間
に
今
後
あ
る

べ
き
Ｊ
Ａ
の
姿
を
組
合
員
の
皆
様

と
話
し
合
い
を
重
ね
、理
解
増
進
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
役
職
員
一
体
と
な
っ
て

組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守
り
、信

頼
と
負
託
に
応
え
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、こ
れ
ま
で
同
様
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

会
長
理
事（
非
常
勤
）

大
仁
田
　
勲
　（大
道
地
区
）

　

第
３４
回
通
常
総
代
会
議
案
の
審
議

終
了
後
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、組

合
長
に
選
任
を
い
た
だ
き
、そ
の
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

現
在
、農
業・農
協
を
取
り
巻
く
環

境
は
、生
産
資
材
高
騰
な
ど
厳
し
さ

を
増
し
、県
域
Ｊ
Ａ
構
想
も
進
む
中
、

役
職
員
一
体
と
な
り
組
合
員・利
用
者

の
負
託
と
信
頼
に
応
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
鹿
本
総
合
３
か
年
計
画
の「
創

造
的
自
己
改
革
の
実
践
」の
基
本
目

標
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性

化
」が
最
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、指
導・販
売
事
業
で

は
充
実
し
た
指
導・相
談
や「
夢
大
地

か
も
と
」ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
販
売

力（
ネ
ッ
ト
販
売
）の
強
化
に
よ
り
、生

産
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、農
業

生
産
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。購
買
事
業

で
は
、生
産
資
材
利
用
拡
大
奨
励
対

策
を
よ
り
充
実
さ
せ
、コ
ス
ト
低
減
に

取
り
組
み
ま
す
。信
用・共
済
事
業
で

は
、出
向
く
体
制
の
構
築
に
よ
る
訪
問

活
動
を
通
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
安

心
満
足
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、新
規
就
農
者

（
農
業
後
継
者
）の
育
成
、青
年
部・女
性

部
や
生
産
組
織・集
落
営
農・法
人
化

等
の
体
制
強
化
に
取
り
組
み
、Ｊ
Ａ

鹿
本
の
組
合
員
、利
用
者
の
皆
様
が

夢
と
希
望
を
持
た
れ
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
致
し
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
組
合
長

西
岡 

裕
治
（
山
本
地
区
）

　
こ
の
度
の
第
３４
回
Ｊ
Ａ
鹿
本
通
常

総
代
会
後
の
理
事
会
で
、副
組
合
長

に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
責
任
の
重
さ
に
、身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
に
始
ま

り
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、急

激
な
円
安
、ま
た
肥
料・資
材
燃
油
の

高
騰
な
ど
、こ
れ
ま
で
も
、現
在
も

苦
悩
さ
れ
て
い
る
組
合
員
の
皆
様

に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
応
も
５
類
と
な
り
、やっ
と
霧
が
は

れ
つつ
あ
り
ま
す
。こ
の
機
会
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、早
急
に
、迅
速
に
対
応

し
、Ｊ
Ａ
鹿
本
の
農
産
物
の
高
値
販

売
に
つ
な
げ
る
と
共
に
、Ｊ
Ａ
鹿
本
の

ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、各
生
産
部

会
、青
年
部
、女
性
部
の
組
織
強
化
、

発
展
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、組
合
員
の

皆
様
の
所
得
の
向
上
、Ｊ
Ａ
鹿
本
の

発
展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。皆
様
の
ご
指
導
、ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

代
表
理
事
副
組
合
長

代
表
理
事
副
組
合
長

古
川 

哲
郎
（
岩
野
地
区
）

　

第
３４
回
通
常
総
代
会
の
終
了
後
の
理
事

会
に
お
き
ま
し
て
、引
き
続
き
常
務
に
選

任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

現
在
の
社
会
情
勢
の
変
革
す
る
中
、特

に
農
業・農
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
で
、全
て
の
物
品
価
格
高
騰
に
な

り
厳
し
い
危
機
と
な
る
中
、農
業
者
の
高

齢
化
は
進
み
農
家
組
合
員
の
減
少
、後
継

者
不
足
に
よ
り
経
営
面
積
の
確
保
が
大
変

困
難
な
中
で
、園
芸
、果
樹
、水
稲
、畜
産
を

中
心
と
し
た
県
下
有
数
の
農
業
産
地
と
し

て
継
続
す
る
た
め
に
、組
合
員
を
は
じ
め
、

営
農
組
織
・
農
業
法
人
等
に
よ
る
産
地
継

続
が
不
可
欠
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
、Ｊ
Ａ
鹿
本
に
お
き
ま
し
て
は
、６

年
前
よ
り
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、管
内
で
農
業
経
営
者
を
目
指
す
後
継

者
が
２２
名
巣
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、農
協
の
基
本
理
念
で

あ
る「
総
合
扶
助
」の
精
神
で
生
き
残
り
を

か
け
、昨
年
度
ま
で
に
選
果
場
は
じ
め
各
施

設
の
統
廃
合
及
び
金
融
店
舗
の
統
廃
合
を

実
施
致
し
ま
し
た
の
で
、組
合
員
、利
用
者
の

方
へ
の
不
便
さ
を
出
来
る
だ
け
与
え
な
い
よ

う
に
、出
向
く
体
制
を
充
実
し
て「
店
舗
、施

設
は
遠
く
なっ
た
が
、Ｊ
Ａ
は
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

役
職
員一体
と
な
って
今
後
も
組
合
員
、利
用

者
、地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ

る
た
め
に
、微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、最
大

限
の
努
力
を
続
け
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ

れ
ま
で
同
様
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
理
事
常
務
　

代
表
理
事
常
務
　

横
手 

一
夫
（
平
小
城
地
区
）

　

第
３４
回
通
常
総
代
会
議
案
の
審

議
終
了
後
の
監
事
会
に
お
い
て
、常

勤
監
事
に
選
任
い
た
だ
き
、そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
円

安
等
に
よ
る
肥
料
等
の
生
産
資
材
、

飼
料
、電
気
料
金
な
ど
の
価
格
高
騰

は
、Ｊ
Ａ
の
経
営
、組
合
員
皆
様
の

営
農
と
生
活
に
と
っ
て
、大
打
撃
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、我
々

監
事
は
組
合
員
皆
様
の
負
託
を
受

け
た
独
立
機
関
と
し
て
、常
に
公
正

不
偏
の
態
度
を
保
持
し
、自
ら
の
信

念
に
基
づ
き
、理
事
の
業
務
執
行
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、内
部
統

制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、運
用
状
況
を

踏
ま
え
た
業
務
監
査
な
ど
を
実
施

し
、組
合
員
の
皆
様
、社
会
か
ら
信

頼
し
て
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
鹿
本
を

目
指
し
、微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

職
責
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

常
勤
監
事

常
勤
監
事

木
村 

幸
徳
（
鹿
本
町
区
域
）
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新
任
役
員
紹
介

新
任
役
員
紹
介

新
任
役
員
紹
介

新
任
役
員
紹
介

退
任
役
員
紹
介

退
任
役
員
紹
介

退
任
役
員
紹
介

退
任
役
員
紹
介

山
鹿
区
域

組
織
代
表

鹿
北
区
域

菊
鹿
区
域

鹿
本
町
区
域

鹿
央
区
域

植
木
区
域

理
事

監
事

内ケ島 賢勇
米田地区

池尻 尚光
川辺地区

戸上 欽也
八幡地区

三浦 一水
三岳地区

福原 健正
植木地区

本田　豊
山東地区

緒方 良博
吉松地区

牧野 光弘
田底地区

角田 洋一
青年部

藤本 澄子
女性部

緒方 春代
女性部

藤本 淳治
鹿北区域

内古閑　章
菊鹿区域

八木田 隆文
鹿央区域

前田 敏彦
植木区域

小松 大祐
員 外

福山 賢生
山鹿区域

鬼塚 睦夫
岳間地区

渡邊 純雄
広見地区

古家 友博
内田地区

田村 和弘
六郷地区

立野 正敏
城北地区

中山 伸二
来民地区

栃原 栄一
中富地区

米加田 健友
米野岳地区

城　眞也
千田地区

河村　久
三玉地区

野中 純一
稲田地区

平山 正継
山内地区

田内 文雄
田原地区

牧　敬人
菱形地区

山田 精哉
桜井地区

田
上 

孝
広
（
前
八
幡
地
区
理
事
）

眞
弓 

正
光
（
前
六
郷
地
区
理
事
）

富
田 

幸
也
（
前
稲
田
地
区
理
事
）

立
山 

秀
木
（
前
米
野
岳
地
区
理
事
）

松
下 

隆
裕
（
前
桜
井
地
区
理
事
）

片
山 

善
憲
（
前
山
東
地
区
理
事
）

森
　
秀
俊
（
前
青
年
部
理
事
）

古
江 

英
実
（
前
山
鹿
区
域
監
事
）

古
川 

健
二
（
前
鹿
北
区
域
監
事
）

富
田 

龍
太
郎
（
前
菊
鹿
区
域
監
事
）

中
尾 

義
文
（
前
植
木
区
域
監
事
）

退
任
の
ご
挨
拶

退
任
の
ご
挨
拶

謹
啓　

盛
夏
の
候　

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

さ
て　

私
ど
も

こ
の
度　

開
催
さ
れ
ま
し
た
第
34
回
通
常
総
代
会
終
結
を

も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た 

在
任
中
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
は
格
別
の
ご
高
配
を

賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

今
後
は
鹿
本
地
域
の
農
業
振
興
と
地
域
の
活
性
化
に
微
力

な
が
ら
お
力
添
え
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す

末
尾
に
Ｊ
Ａ
鹿
本
の
更
な
る
発
展
と
皆
様
方
の
ご
多
幸
を

御
祈
念
申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

謹　

白
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(株)中原牧場(株)宮木牧場

ＪＡ鹿本常勤役員とＪＡ酪農女性部

肉
牛
枝
肉
販
売
促
進
会

銅
賞
受
賞

肉
牛
枝
肉
販
売
促
進
会

銅
賞
受
賞

デコポン出荷実績検討会開催デコポン出荷実績検討会開催

季節の農産物、続々出荷！季節の農産物、続々出荷！

早田順一山鹿市長とＪＡ酪農女性部・鹿本酪農協女性部

圃
場
を
巡
回
す
る
Ｊ
Ａ
宮
木
指
導
員

山鹿支所　星子悠香さん
挨拶をする上村憲保部会長

挨拶をする稗嶋千明部会長

（
株
）宮
木
牧
場
・（
株
）中
原
牧
場

（
株
）宮
木
牧
場
・（
株
）中
原
牧
場

　

高
品
質
な
枝
肉
の
生
産
を
目
的
に
、第
１７
回
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
肉
牛
枝
肉
販
売

促
進
会
が
６
月
２
日
、（
株
）熊
本
畜
産
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

肉
質
審
査
の
結
果
、交
雑
種
の
部
で（
株
）宮
木
牧
場（
植
木
町
）、黒
毛
和
種

の
部
で（
株
）中
原
牧
場（
山
鹿
市
）が
銅
賞
に
輝
い
た
。

酪農女性部、「ちちの日」に牛乳を贈呈酪農女性部、「ちちの日」に牛乳を贈呈
　ＪＡ酪農女性部と鹿本酪農協女性部は毎年、『父の日に“牛乳（ちち）”を贈ろう！』
と題した牛乳の消費拡大運動に取り組んでいる。
　６月１４日、山鹿市長や鹿本地域振興局長、山鹿警察署長へ瓶牛乳を寄贈。同日、JA
本所を訪れた部員らが常勤役員へ牛乳を振る舞い、今後の消費拡大に一役を担った。

　ＪＡ酪農女性部と鹿本酪農協女性部は毎年、『父の日に“牛乳（ちち）”を贈ろう！』
と題した牛乳の消費拡大運動に取り組んでいる。
　６月１４日、山鹿市長や鹿本地域振興局長、山鹿警察署長へ瓶牛乳を寄贈。同日、JA
本所を訪れた部員らが常勤役員へ牛乳を振る舞い、今後の消費拡大に一役を担った。

　みかん部会デコポン専門部は6月
29日、令和４年産デコポン出荷実績
検討会を行った。コロナで３年ぶりの
開催となり、部会員ほか２８名が出席
した。
　デコポンの販売経過、販売実績報
告、令和５年産デコポンの生産対策
について協議を行った。前年の課題
だった適正階級での出荷や合格率
向上のための生産管理に重点を置
くことを確認した。

　みかん部会デコポン専門部は6月
29日、令和４年産デコポン出荷実績
検討会を行った。コロナで３年ぶりの
開催となり、部会員ほか２８名が出席
した。
　デコポンの販売経過、販売実績報
告、令和５年産デコポンの生産対策
について協議を行った。前年の課題
だった適正階級での出荷や合格率
向上のための生産管理に重点を置
くことを確認した。

苺部会出荷反省会開催苺部会出荷反省会開催
　苺部会は６月２９日、山鹿市で令
和４年産出荷反省会を開いた。部会
員をはじめ市場関係者、ＪＡ役職員
ら約５０人が出席。コロナ禍で３年
ぶりに対面方式での開催となった。
　令和４年産のイチゴの生産経過・
販売実績報告、令和５年産イチゴの
販売対策について協議を行った。
　反省会では、出荷実績による各部
門の優良者表彰も行われた。

　苺部会は６月２９日、山鹿市で令
和４年産出荷反省会を開いた。部会
員をはじめ市場関係者、ＪＡ役職員
ら約５０人が出席。コロナ禍で３年
ぶりに対面方式での開催となった。
　令和４年産のイチゴの生産経過・
販売実績報告、令和５年産イチゴの
販売対策について協議を行った。
　反省会では、出荷実績による各部
門の優良者表彰も行われた。

第１９回ＪＡバンク窓口
ロールプレイング鹿本大会開催
第１９回ＪＡバンク窓口
ロールプレイング鹿本大会開催
　７月1日、本所で金融担当者の対応力と意識向上を目的に「ＪＡバンク窓口
ロールプレイング大会」を開いた。
　大会には各支所の代表者6名が出場し、来店者への窓口接客を実演しながら
応対スキルを競った。審査の結果、山鹿支所の星子悠香さんが最優秀賞に輝き、
８月19日に開催される県大会への出場を決めた。

　７月1日、本所で金融担当者の対応力と意識向上を目的に「ＪＡバンク窓口
ロールプレイング大会」を開いた。
　大会には各支所の代表者6名が出場し、来店者への窓口接客を実演しながら
応対スキルを競った。審査の結果、山鹿支所の星子悠香さんが最優秀賞に輝き、
８月19日に開催される県大会への出場を決めた。

　アスパラガスの夏芽が順調に出荷
されている。
　今年産は、早いもので１月下旬から
収穫が始まり、５月までを「春芽」、６月
以降を「夏芽」として出荷している。
「ウェルカム」という品種を中心に、ＪＡ
アスパラ部会８６名が１３ｈａの圃場で
栽培する。
　１０月下旬まで、九州や中国、中部地
方などへ総出荷量２２０トンを目指す。

　アスパラガスの夏芽が順調に出荷
されている。
　今年産は、早いもので１月下旬から
収穫が始まり、５月までを「春芽」、６月
以降を「夏芽」として出荷している。
「ウェルカム」という品種を中心に、ＪＡ
アスパラ部会８６名が１３ｈａの圃場で
栽培する。
　１０月下旬まで、九州や中国、中部地
方などへ総出荷量２２０トンを目指す。

6/1アスパラ夏芽6/1アスパラ夏芽

　７月、８月のお盆シーズンにあわせ、
鮮やかなオレンジに色づいたホオズキ
の収穫が始まった。
　花卉部会ホオズキグループ（7名）
は、１ｈａのハウスで栽培を行ってい
る。鹿本地域は例年、皇室へ献上され
るなど、県内有数の産地となっている。
　今年産は、主に関東地方の市場へ
８万本の出荷を見込む。

　７月、８月のお盆シーズンにあわせ、
鮮やかなオレンジに色づいたホオズキ
の収穫が始まった。
　花卉部会ホオズキグループ（7名）
は、１ｈａのハウスで栽培を行ってい
る。鹿本地域は例年、皇室へ献上され
るなど、県内有数の産地となっている。
　今年産は、主に関東地方の市場へ
８万本の出荷を見込む。

6/26 お盆に向けて
ホオズキ出荷始まる
6/26 お盆に向けて
ホオズキ出荷始まる

　県内一の生産量を誇るグリーン
ハウスみかんの出荷が始まった。
　グリーンハウスみかんは、緑色
の見た目に反し、熟した鮮やかな
オレンジ色の果肉が特徴。今年産
も例年通りＳ玉中心で、甘みと酸
味のバランスが良い高品質なみか
んに仕上がっている。
　７月中旬にピークを迎え、８月下
旬まで続く予定。主に東京や大阪、
熊本へ１６０トンの出荷を目指す。

　県内一の生産量を誇るグリーン
ハウスみかんの出荷が始まった。
　グリーンハウスみかんは、緑色
の見た目に反し、熟した鮮やかな
オレンジ色の果肉が特徴。今年産
も例年通りＳ玉中心で、甘みと酸
味のバランスが良い高品質なみか
んに仕上がっている。
　７月中旬にピークを迎え、８月下
旬まで続く予定。主に東京や大阪、
熊本へ１６０トンの出荷を目指す。

6/10 グリーンハウスみかん初出荷6/10 グリーンハウスみかん初出荷

▽共販優良賞　＝眞弓正信　
▽反収量優良賞＝藤原 秀一　
▽　　 〃  　　＝ 大嶋 賢治

▽共販優良賞　＝眞弓正信　
▽反収量優良賞＝藤原 秀一　
▽　　 〃  　　＝ 大嶋 賢治
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JA葬祭

天寿苑 本 館天寿苑 本 館
0968-44-09830968-44-0983
天寿苑 くたみ会館天寿苑 くたみ会館
0968-46-10590968-46-1059
天寿苑 植木会館天寿苑 植木会館
096-272-0983096-272-0983

夜間の電話は
コールセンターで承っております。

夜間の電話は
コールセンターで承っております。
葬儀専用のオペレーターが対応しますのでご安心ください葬儀専用のオペレーターが対応しますのでご安心ください

JA積立貯金「天寿」JA積立貯金「天寿」

会員特典
◆葬儀代金割引あり
◆入会費・年会費無料
入金方法

事前相談
各JA窓口にて受付
天寿苑にて承ります。

会員募集中会員募集中

農作業メモ

特に、新品種「くまさんの輝き」は穂数型の品種の為、分げつしやすくなります。 過剰分げつを防ぐために中干しは必ず行いましょう。

○中干し期～幼穂形成期
　管内の中干し開始時期の目安は７月下旬頃です。１株２２～２５本程度になったら、中干しを行い根に酸素を供給し活力を与えましょう。
尚、過剰分げつは粒張り・食味の低下を招きます。中干し後は、間断かん水に努めましょう。

○幼穂形成期～穂ばらみ期～出穂期
　幼穂形成期（８月上旬～中旬）は水を最も必要とする時期です。中干しの時期が幼穂形成期・穂ばらみ期と重複した場合、幼穂形成への影
響が心配されるので、重複は避けましょう。
　尚、穂ばらみ期の水不足は穂を小さくし、不稔籾を増やすため、減収となります。極端な場合、白穂になることもあります。特に出穂前１０
～１４日（８月中旬～下旬）は十分なかん水を行いましょう。

果樹 営農指導課 村上

水稲の水管理について普通作

8月の果樹園管理
防除・施肥管理・栽培管理
品　目

みかん

デコポン

柿

倍数 対象病害虫管理内容

梨

農薬・資材名

肥のあかりへのジマンダイセン水和剤散布は、８月上旬までとします。
コルト顆粒水和剤をチャノキイロアザミウマ対象に散布を行う場合は、
3,000倍で散布を行いましょう。

乾燥状態に急激なかん水を行うと裂果に繋がります。
少量多回数かん水を行い土壌が乾燥状態にならないようにしましょう。

豊水の収穫適期は満開後１４０日頃で地色が３以上が目安となり
ます。収穫が遅れるとみつ症が発生しやすくなりますので注意し
て収穫・選別を行いましょう。

※農薬使用・混用について不明な点がございましたらＪＡ指導員もしくは営農センターにご相談ください。

ジマンダイセン水和剤
コルト顆粒水和剤
ダニコングフロアブル
アルバリン顆粒水溶剤

600倍
2,000倍
2,000倍
2,000倍

黒点病
カイガラムシ類
ミカンハダニ
カメムシ

エムダイファー水和剤
ダニゲッターフロアブル
アビオンＥ

600倍
2,000倍
1,000倍

黒点病
ハダニ類
展着剤

太秋では葉果比２５～３０枚に１果１㎡あたり６～７果、西村早生
では葉果比１５～２０枚に１果１㎡あたり８～９果を目安に摘果を
行ってください。

スタークル顆粒水溶剤

モスピラン顆粒水溶剤

2,000倍

4,000倍

カメムシ

シンクイムシ 等

フェニックスフロアブル

ナリアWDG

4,000倍

3,000倍

カキノヘタムシガ

炭そ病・うどんこ病

桃 収穫が終了次第、縮・間伐を行いましょう。間伐樹が永久樹と重なって
きた場合は縮・間伐を検討しましょう。

ノーモルト乳剤
燐硝安加里S８４６

1,000倍
15ｋｇ（成木）

モモハモグリガ
礼肥

栗 早生種は８月中～下旬にかけて収穫が始まります。
鮮度保持のため、気温が低い早朝に収穫を行いましょう。

エルサン乳剤
ベンレート水和剤

1,000倍
2,000倍

モモノガマダラメイガ
実タンソ病

中干し期の稲の様子 穂ばらみ期の稲の様子

農産課 佐伯

　梅雨明けの時期となり、多雨による根傷みや急激な天候回復によりやや萎凋の見られる圃場もあるかと思われます。特に梅雨明け直後の高温時は遮
光被覆等を行ってください。また、草勢回復のための葉面散布や液肥の施用を行ってください。
　また、害虫も増加し始める頃です。できるだけ初期防除に努めてください。特に7月下旬～8月上旬については、毎年ヨトウムシ類が多発し、被害が大
きくなりますので、薬剤散布や防虫ネット等をうまく利用してください。露地栽培については、黒斑・褐斑病や細菌性の斑点病の発生にご注意ください。

○８月お盆菊・９月彼岸菊
　８月お盆菊については、仕上げの時期となりました。早めに摘蕾作業を行い、破蕾までにアブラムシ、スリップスの防除の徹底をお願いします。
　９月彼岸菊については１１日（月）、１３日（水）、出荷にピークが来るように設定してください。高温期のためハウス妻部を開放する等、十分に換気
を行いできるだけ室温をさげるように工夫してください。ホルモン剤処理については、消灯後２週間を目安に行ってください。
　尚、詳細につきましては担当指導員にご相談ください。

花き 営農指導課 宮木花卉の栽培管理について

《アールスメロン》
①定植期～交配
　　定植から交配までの日数（３０日を目標）とし、吊り上げの遅れがないように。交配前には雌花の確認と葉の状態を注意し、薄い場合は
早めの葉面散布等を実施し、蜂も早期に導入をされハウスに慣らしてください。
②交配～ネット期
　　交配期にはハウス内が多湿にならないように注意し、交配後は、花かすの除去と潅水（圃場の状況確認後）を早めに実施され、硬化期
の水分が多くならないように管理されてください。また、摘果される際には傷口が乾くよう晴天日の午前中に結果枝を長めに残します。
ネット期、特に午前中の温度と湿度管理には細心の注意を払われてください。
③ネット後期～収穫期
　　ネット後期には玉の緩みを確認され、午後は換気扇等を利用され除湿と高温対策をします。晴天続きの場合は乾燥となりますので、
ネット盛りの為に通路散水で湿度確保をしてください。

《アスパラガス》
　近年は、高温・乾燥での生育環境となっており対策が必要です。草勢の維持や品質管理を中心に管理してください。
①気温の上昇に伴いハウス内が高温にならないように遮光資材（３０％）等を利用し高温対策を行ってください。
②気温が急激に上昇し蒸散も多くなります。少量多回数での灌水を行ってください。
③ハウスサイド部、妻面部の開放は必ず行い葉焼けに注意してください。葉焼け部より病気が発生し夏場の収量に大きく影響します。

《病害虫全般》
　高温・乾燥状態が続きますので、アザミウマ類やハダニ類、うどんこ病が多発することが予想されます。農薬散布を行う場合は涼しい時
間帯に散布しましょう。日中の熱い時間帯に行うと薬害が起こる可能性が高くなります。

　風を遮る障害物は出来るだけ取り除き、適切な方向
で空気のよどみが出来ないよう配慮しましょう。

 園芸 梅雨明け～高温時期の管理について

※春作瓜類の後処理の徹底。株をすべて引き抜きハウスの密閉処理を行い害虫の徹底防除を行う。

畜産課 新崎畜産 母豚の暑熱対策
　豚は、発育段階でそれぞれ活動するのに最適な温度の範囲が異なります。生時から離乳時では体脂肪の蓄積が十分でなく、相対的に高
めの環境温度が最適です。成長するにつれ発熱量もまし、脂肪も付着するため適温が下がり、成豚では１８℃が最適温度とされます。暑熱ス
トレスによる繁殖成績の低下は、養豚業にとって一番の問題です。短期的な対策としては候補豚の新規導入や繰上げ頭数の増加など多少
ありますが、根本的な環境要因を改善しなければ、後々肥育成績まで影響が出てきます。総合的な対策で夏場を乗り切りましょう。

参照：新母豚全書、Murphyら

母豚の管理(27～34℃)
1分間の呼吸数
離乳腹の平均体重(kg)
授乳中の母豚の体重減少
1日平均食下量(kg)
発情再帰日数

ドリップ
28.5回
56.21kg
3.79kg
5.74kg
5.0日

ドリップなし
63.6回
50.91kg
38.53kg
4.79kg
5.0日

ドリップは母豚に1時間当たり4Lという条件で分娩舎で施した

① ダクトファン・順送ファンによる送風
　工業扇や蛇腹のホースを併用して個体に確実に当てること、ドリップと
の併用で空気を起こすことが重要です。ドリップを落とす位置としては、
肩の上30ｃｍの円を描くように落とします。但し注意点として、母豚の餌
や子豚自体が濡れることは避けましょう。

③ ドリップクーリング

ドリップクーリングが生産性に及ぼす影響

　個体別の対応・観察が設置の判断基準になります。分
娩前後での使用に効果があり、農場によっては、ビニー
ル袋に水を入れ凍らせている農場もあるとのことです。
　設置については、農場環境やタイミングにより異なり
ます。それによっては対策の効果が半減してしまいます
ので、環境温度・湿度・熱量、豚舎内の空気の質など総合
的に考えて対策を行うことが必要です。

② 冷凍ペットボトルの利用

営農指導課 松本

○花卉全般

8 7牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

【全体運】 うまくいきそうで一筋縄ではいかないとき。上昇運なので焦らずじっくり進めましょう。好結果が待っています
【健康運】 楽しく体を動かして健康をキープ　【幸運の食べ物】 モロヘイヤ

【全体運】 人気運に恵まれ勢いがあります。周囲の協力を得やすいので丁寧な説明を心がけて。じっくり交渉すれば大成功
【健康運】 食物繊維たっぷりの食事で腸内環境を整えて  【幸運の食べ物】 梨
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竧さんにインタビュー

たなか　    
   みのぶ
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今月の今月の
旬の人旬の人
表紙の紹介

第５期生退所式・第６期生入所式を開催
　JA鹿本が運営する「JA鹿本地域担い手育成センター」の退所（修了）式、並びに入所式が
７月３日JA本所で開催された。
　退所式には第５期生５名に西岡裕治組合長より、それぞれ修了証書が授与されJA鹿本
管内において明日の農業経営者に向け第一歩を踏み出す。
　入所式においては第６期生５名が、新たに同育成センター施設において１年間の座学・実
習などの研修に入る。

　JA鹿本が運営する「JA鹿本地域担い手育成センター」の退所（修了）式、並びに入所式が
７月３日JA本所で開催された。
　退所式には第５期生５名に西岡裕治組合長より、それぞれ修了証書が授与されJA鹿本
管内において明日の農業経営者に向け第一歩を踏み出す。
　入所式においては第６期生５名が、新たに同育成センター施設において１年間の座学・実
習などの研修に入る。

JA管内で一人前の農家に

 なれるよう頑張ります！JA管内で一人前の農家に

 なれるよう頑張ります！ 農業の基礎を学び、

 就農を目指します！農業の基礎を学び、

 就農を目指します！

10 9双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】 運に恵まれ順調です。気になっていたことを片付ければ気分もすっきり。友人との交流や旅行も楽しめます　
【健康運】仲間とおしゃべりしてストレス発散　【幸運の食べ物】 ミョウガ

【全体運】 手厳しい指摘を受けるなどショッキングなことがあるかも。ただし反省して見直せば大きな方向転換に。転機です
【健康運】 無理は禁物。ティータイムでリフレッシュ   【幸運の食べ物】 ナス



女性部テーマ：私のいきがい女性部テーマ：私のいきがい
菊鹿支部 原口 道子

青年部テーマ：夢・希望青年部テーマ：夢・希望
桜井支部 山田 未樹哉

やまだ　       みきや

テーマに沿って思いを伝えていただきます

はらぐち　   みちこ

女性部

　地域の子ども達に昔ながらの「伝
統料理」を教え、元気に日々頑張って
います。

　青年部員も徐々に減ってきている中で
はありますが、小学校での食育活動を通
じて、農業を身近に感じてもらえるように
これからも頑張っていきたいです。

小学生、稲作体験で食・農について学ぶ

　鹿北支部は6月28日、玉名市横島町のふるさとセンターＹ・ＢＯＸで
トマトケチャップ作りを体験した。同活動は毎年恒例の行事となって
おり、10年以上続いている。
　当日は、部員7人が参加し、完熟トマト200kg
で500ｃｃ瓶約130個のケチャップが完成。
上々の出来に、部員らは笑顔を見せた。

　鹿北支部は6月28日、玉名市横島町のふるさとセンターＹ・ＢＯＸで
トマトケチャップ作りを体験した。同活動は毎年恒例の行事となって
おり、10年以上続いている。
　当日は、部員7人が参加し、完熟トマト200kg
で500ｃｃ瓶約130個のケチャップが完成。
上々の出来に、部員らは笑顔を見せた。

　青年部は毎年、農作物の栽培を通して食と農に対する
知識を深め、関心を持ってもらおうと、支部ごとに地域の
子どもたちを対象とした稲作体験を実施している。
　植木北支部は6月30日、今回で5回目となるバケツ稲作
り体験を行った。熊本市立吉松小学校5年生36名が事
前に準備していたバケツの
土壌に、苗を手植えした。児
童の一人は、「初めて植え
た、お米が大好きなので大
事に育てたい」と話した。

　青年部は毎年、農作物の栽培を通して食と農に対する
知識を深め、関心を持ってもらおうと、支部ごとに地域の
子どもたちを対象とした稲作体験を実施している。
　植木北支部は6月30日、今回で5回目となるバケツ稲作
り体験を行った。熊本市立吉松小学校5年生36名が事
前に準備していたバケツの
土壌に、苗を手植えした。児
童の一人は、「初めて植え
た、お米が大好きなので大
事に育てたい」と話した。

青年部

女性部
通信

フォトレポート

青年部

トマトケチャップ作り体験

創作工芸創作工芸

リハビリ体操リハビリ体操

夏の風物詩夏の風物詩

天の川に思いを馳せて
 七夕飾り
天の川に思いを馳せて
 七夕飾り

消防訓練消防訓練

「避難完了。」たいへん有意義な訓練になり
ました。万一の災害時に活かします。

「鹿本町助け合い
の会」の皆さんの
協力のもとからい
も苗を植え付けま
した。

「ＷＥＢの活用」
スムーズに歩くため
の体幹トレーニング

夢さくら農園
６月１日

ＪＡ組織の
ご協力
ＪＡ組織の
ご協力

ＡＥＤ操作訓練→

願い事を書いた短冊
などを笹竹につるして
飾りました

願い事を書いた短冊
などを笹竹につるして
飾りました

地域密着型通所介護事業所 ☎０９６８－４２－１２０７
ご利用に関するお問い合わせはこちら▼

通信通信 山鹿市久原５４３９－１

　６月の雨模様から一転、梅雨が明けると湿度の高さを残したまま気温がグッと上がり、熱中症の発生が心配されます。水分を
奪われやすくなるので、こまめな水分補給を欠かさないようにしましょう。暑さに負けないという気持ちをもって、来るべき夏を
涼やかに過ごしましょう。
　さて、６月「夢さくら」の活動を紹介します。

12 11獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

【全体運】 口は災いのもと。発言には気を付けましょう。言葉よりも態度で示す姿勢が吉と出ます。映画やドラマを楽しんで
【健康運】 ヘッドマッサージで気分転換。歯科検診が吉　【幸運の食べ物】 ゴーヤー

【全体運】 勢いがあります。思った以上に進展が早いことも。かじ取りは慎重に。信頼に応えようとする態度が大事です
【健康運】 食べ過ぎに気を付けて。腹八分目で医者いらず   【幸運の食べ物】 レタス



ブロッコリー・カリフラワー管理についてブロッコリー・カリフラワー管理について

作付ける20日には施肥を行い、畑の
準備を行いましょう。

下の図を参考に収穫を行いましょう。厳寒期では花蕾が赤紫色になる場合があり
ます。これはアントシアニンと呼ばれるポリフェノールの一種となりますので食べ
ても問題ありません。

時期 初夏どり (1月まき)
秋冬どり (7月まき)

収穫 ( 5月上～6月中旬) 
収穫 (11月上～2月上旬)

苗定植 
直まき

畦幅×株間 栽培の要点
栽培法

一～二条植え 
畝幅60～135cm
株間40～50cm

品種

種まき 収穫

夏場は高畝にし
排水対策を行う。

アオムシ・ヨトウムシ
に注意。

収穫遅れは芯部の
空洞が出やすい。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

定植

初夏どり 
・グリーンパラソル 
・ハイツSP ・フォレスト

秋冬どり 
・グリーンビューティ 
・エンデバーSP ・スノークラウン

あなたもチャレンジしてみませんか!!家庭菜園コーナー家庭菜園コーナー

図 タキイ種苗© 

施肥について施肥について

定植のポイント定植のポイント 定植は晴天の午前中に行います。鉢を十分にかん水し、定植後は必ずかん水を行
いましょう。定植後のかん水の際に液肥を利用することで根をスムーズに張らせる
ことができます。 深植えは行わないようにしてください。

生育初期より定期的に追肥を行い、肥効が切れない様にしましょう。品質の良い
花蕾作りを目指すためには薬剤防除が必要になります。特にアオムシ・ヨトウムシ
の発生が予想されます。定植本数が少なければ、手で取るなどして駆除を行い
ましょう。

生育について生育について

収　穫収　穫

★粒状ニュー野菜一番や粒状炭酸
　苦土石灰20%がオススメです。

ブロッコリー
カリフラワー

35～40日
40～50日

65～70日
70～80日

花蕾発生日数 収穫日数

農地中間管理機構を介した
農地の貸し借りをされませんか

農地中間管理機構とは
　熊本県農業公社は、知事の指定を受けて、農地を貸したい方（出し手）と
農地を借りたい方（受け手）の間に入って、農地の貸借をお手伝いします。
　ご理解とご協力を得て、問い合わせや手続きなどの窓口業務を市町村
や農業委員会、ＪＡに代行していただいておりますのでご相談ください。

お問い合わせは
こちらへ

□お近くの県地域振興局農業普及・振興課
□市町村　□農業委員会　□ＪＡ
□熊本県農業公社　☎０９６-２13-１２３４
□熊本県農林水産部経営局農地・農業振興課　
　☎０９６-３３３-２３７６

特に以下の事項についてご注意をお願いします
１．代かき作業時、水田流入水量を少なくし排水口
には土盛りなど落水を極力減らすなどの対策

２．浅水（土面が７０％～８０％程度見える）状態で
の代かき

３．あぜ塗り（補修）などの漏水防止

お問い合わせ

ＪＡ鹿本農産課　
電話：０９６８-４１-５１４５まで

JA鹿本
変動金利型変動金利型

※お借り入れ後の利率は基準日（４月
１日および10月１日）の基準金利によ
り、年２回の見直しを行います。

基準金利 最大引下げ後

年１．８％ 年1．5％年1．5％
【JA住宅ローンご利用の方】

令和５年７月１日～令和５年９月３０日

ＪＡ鹿本ホームページよりお申込みいただけます。

金利引下げ条件
以下の①～⑥を満たすお客様は、基準金利から更に各条件
に応じた引下げを行います。
① ＪＡ鹿本で給与振込または農畜産物の販売代金振込を 
されている方 （新規指定含む）

②ＪＡ鹿本にてＪＡネットバンク（個人）をご契約中の方       
（新規契約含む）
③ＪＡ鹿本にてＪＡカードをご契約中の方（新規契約含む）
④ＪＡ鹿本にて公共料金の口座振替をご利用の方（新規契約含む）
⑤ＪＡ鹿本で年金振込をご指定されている方
⑥ＪＡ鹿本より今回ローン対象の自動車購入の方

☆いずれかの項目に該当で0.1％引下げ

☆２項目該当で0.2％引下げ

☆３項目以上該当で0.3％引下げ

詳細は、ＪＡ鹿本の
最寄りの窓口へ
お問合せください。

マイカーローンマイカーローンマイカーローン キャンペーン
実施中

キャンペーン
実施中

ネット申込限
定

基準金利 最大引下げ後

年１．7％ 年1．4％年1．4％
適用
期間

水田からの濁水流出低減に
ご協力をお願いします！！
水田からの濁水流出低減に
ご協力をお願いします！！
　近年、農業濁水が河川に入り込み河川環境へ
の影響、特に魚類への影響が大きく深刻な事態
となっています。田植え時期に入り、河川への
濁水流出低減にご協力をお願いします。

14 13天秤座
9/23～10/23

さそり座
10/24～11/22

【全体運】 言質を取られないように気を付けて。多くを語らない方がうまくいきます。連絡は密に。友人との旅行や外出は◎
【健康運】 健康スクールに参加を。役立つ情報をゲット　【幸運の食べ物】 クウシンサイ

【全体運】 気になることが多くそわそわ。まずは真偽を確かめて。信頼できる人と行動を共にすれば大団円のゴールに到達
【健康運】 ハーブを使ったメニューで元気がアップ  【幸運の食べ物】 キュウリ
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ダンボール製品 製造･販売いたします

～～

鹿本農業高校の学校の様子も随時更新中。ぜひご覧ください！！

http://sh.higo.ed.jp/kamotono

　本大会は、第７４回熊本県学校農業クラ
ブ連盟年次大会兼日本学校農業クラブ連
盟全国大会熊本県大会の意見発表リハー
サル大会として、６月２２日、２３日に開催さ
れました。熊本県内の農林業を学ぶ高校
11校１分校で組織する「県学校農業クラ
ブ連盟」の代表者３４名が、農業の生産性
向上や将来の目標などについてコンテスト

形式で意見発表を行いました。
　鹿本農業高校は、本会の選手並びに運営スタッフと
して頑張りました。
　今リハーサル大会の実施の中で良かっ
た点や、改善するべき点を、１０月の全国
大会に活かして、関係者一同頑張ります。

第７４回熊本県学校農業クラブ連盟年次大会
74ｔｈ ＦＦＪ 2023　熊本大会リハーサル大会

意見発表会

開会式の様子開会式の様子

発表を終えて

（アンケート）
発表を終えて

（アンケート）

本校生徒の運営本校生徒の運営

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

本
校
生
徒
の

お
出
迎
え

本
校
生
徒
の

お
出
迎
え

発表の様子 税務署より

所得税及び復興特別所得税の
予定納税 （第１期分）をお忘れなく
所得税及び復興特別所得税の

予定納税 （第１期分）をお忘れなく
　令和５年分の「所得税及び復興特別所得税」の予定納税（第１期分）の納期限は、
令和５年７月31日（月）です。
　なお、金融機関の預貯金口座から引き落としとなる「振替納税」が大変便利です。
利用されていない方は、是非ご利用ください。
　また、令和４年12月から利用可能となった国税のスマホアプリ納付も大変便利
です。詳しくは国税庁ホームページの 「スマホアプリ納付の手続」
（https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/smartphone_nofu/index.htm）
をご覧ください。

　予定納税とは、前年分の確定申告に基づき計算した予定納税基準額が１５万円
以上である場合に、その年の「所得税及び復興特別所得税」の一部をあらかじめ
納付する制度です。
　詳しくは、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）をご覧ください。

注

警察署より

夏場は気温や湿度の上昇により、体調の悪化や集中力の低下を招くおそれがあります。
日頃から、体調管理をしっかりと行って、交通事故防止に努めてください。

ドライバーの方はドライバーの方は

歩行者の方は歩行者の方は

◯こまめな休憩　◯こまめな水分、塩分の補給
◯十分な睡眠　　◯体調が悪い時は、運転を控える

◯夜間は、明るい色の服を着用　◯夜間の反射材の活用
◯道路横断時の横断歩道の活用と十分な安全確認

を心がけ、交通事故を防止しましょう！を心がけ、交通事故を防止しましょう！

で、交通事故に遭わないように気を付けましょう！で、交通事故に遭わないように気を付けましょう！

夏場の交通事故防止夏場の交通事故防止

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

【全体運】 スロースタートですが着実に結果を出していけます。長期計画を立てるのにも好機。クオリティー重視で進めて
【健康運】 自宅でできる簡単ストレッチがお勧め　【幸運の食べ物】 ピーマン

【全体運】 問題はあるものの運勢は良好です。状況が明らかになることで改善へと進むはず。困難を感じるときこそ奮起を
【健康運】 準備運動を入念に。関節のケアを心がけて  【幸運の食べ物】 葉ショウガ16 15



JA自動車共済
加入の皆さまへ
JA自動車共済
加入の皆さまへ

JA共済事故受付センター

【24時間・365日受付】
フリーダイヤル（携帯電話・PHS通話可）

0120-258-931

JA鹿本 自動車査定課

【月～金：8時半～17時】
（土曜日は12時まで）

0968-41-5137

詳しくはJA鹿本HPをご覧ください

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

2　  パラシュートともいいます
5　  法やルールなどに背くこと
7　  イタリアの1つ前の通貨単位
8　  「あかつき」や「白鳳」などの品種があります
9　  日暮れ頃にザーッと降ります
11　読売ジャイアンツの本拠地は東京――です
12　植物に水やりをするときに使う道具
14　陰の反対語
15　毎度、バカバカしいお笑いを一――
16　紙幣や貨幣を入れます
17　カレンダーに「FRI」と書かれていることも

1　  京都の五山送り火で、最もよく知られた形の送り火
2　  エビネもカトレアもこの花の仲間
3　  肥料の3要素の1つ。元素記号はK
4　  どのドレッシングで食べようかな
6　  骨切りをする細長い魚
9　  イタリアの現在の通貨単位
10　山の頂上と麓の間
11　一緒に暮らしています
13　突破して決勝に進みます
14　夕空に輝く――の明星
16　歌謡曲で一番盛り上がる部分のこと

応募総数77通
7月号

《7月号答え》

ヒヤケドメ

8 6 1 0 5 6 2
63

●
こ
た
え

●
郵
便
番
号

●
住
所
（
必
ず
番
地
ま
で
記
入
）

●
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

●
年
齢

●
ご
意
見・ご
感
想

山
鹿
市
鹿
央
町
持
松
1
5
9
番
地
1

J
A
鹿
本

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
8
月
号
」係

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
左
記
の
要
領
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に
、

Ｆ
Ｍ
夢
大
地
館
や
給
油
所
な
ど
で
使
え
る
共
通

商
品
券
千
五
百
円
分
を
お
送
り
し
ま
す
。

〆
切（
当
日
消
印
有
効
）

令
和
５
年
／
7
月
31
日
（
月
）

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
感
想
、
イ

ラ
ス
ト
な
ど
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
、商
品
券

の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ヨコのカギ

に

JA商品券が当たる！

タテのカギ

い
つ
も
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
ご
感
想
や
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
ま
す
！

◆お申込み・お問い合わせは最寄りの支所まで

無料法律相談
相談日時 ８月２５日（金）
　　　　 午後1時30分～

予約制

申込締切 ８月１７（木）
開催場所 ＪＡ鹿本 本所２階
弁 護 士 内田 光也（内田法律事務所）　

無料税務相談

◆お問い合わせは
　鹿本地域農業青色申告会（096）272-7119

相談日時 ８月２２日（火）
　　　　 午後１時～午後3時まで

開催場所 鹿本町支所
税 理 士 小松 大祐

1 4種類のゼリーを冷やし固める。粗熱がとれたら冷蔵庫に入れしっかり
冷やす。

21がしっかり冷えたらフォークを使ってゼリーを切るように混ぜくずす。
3 4つのグラスにプレーンヨーグルトを入れ、お好みでフルーツを入れる。
4 3の上にそれぞれの味のゼリーをのせる。

・エーコープゼリーの素（青りんご味）…1袋(70g)
・エーコープゼリーの素（ぶどう）… 1袋(70g)
・エーコープゼリーの素（マンゴー）… 1袋(70g)
・いちごゼリーの素…1袋(125g)
・プレーンヨーグルト…400g（お好みで砂糖を加えてもOK）
・お好みのフルーツ… 適量

クラッシュゼリー

「
ガ
パ
オ
風
そ
う
め
ん
」お
い
し
そ
う
で
す
！

●●
「
ガ
パ
オ
風
そ
う
め
ん
」と
て
も
お
い
し
そ
う
で
す
。子
ど
も
も
そ

う
め
ん
好
き
な
の
で
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
鹿
北
町 

M
・
N
さ
ん
）

私
も
さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
ま
し
た
が
、食
欲
の
進
む
味
で
ナ
ス
が
苦
手

な
子
ど
も
も
バ
ク
バ
ク
完
食
し
ま
し
た
。そ
う
め
ん
レ
シ
ピ
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
と
嬉
し
い
で
す
よ
ね
♪

実
り
の
秋
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

●●
田
植
え
の
最
盛
期
、農
家
の
人
は
早
朝
か
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。実
り

の
秋
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
災
害
が
無
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
植
木
町 

K
・
H
さ
ん
）

農
家
の
皆
様
、朝
早
く
か
ら
本
当
に
お
疲
れ
様
で
す
。７
月
に
入
り
大
雨

も
降
り
ま
し
た
ね
。こ
れ
か
ら
台
風
等
も
心
配
な
季
節
で
す
が
、被
害
が

無
い
よ
う
私
た
ち
も
祈
っ
て
い
ま
す
。

家
族
に
喜
ば
れ
る
家
庭
菜
園

●●
こ
の
頃
家
庭
菜
園
の
出
来
が
良
く
な
り
、家
族
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
、ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
つ
る
つ
る
で
す
。

（
鹿
央
町 

N
・
M
さ
ん
）

太
陽
の
下
で
ピ
カ
ピ
カ
光
り
輝
く
ト
マ
ト
に
ピ
ー
マ
ン
・・・
想
像
し
た

だ
け
で
お
い
し
そ
う
で
す
！
家
族
の
育
て
た
お
野
菜
は
ま
た
格
別
で

し
ょ
う
ね
。

夏
の
パ
ワ
ー
食
材
で
暑
い
夏
も
元
気
に
！

●●
『
夏
の
パ
ワ
ー
食
材
図
鑑
』と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。食
事
を
作
る
時

に
考
え
て
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。元
気
に
暑
い
夏
を
乗
り
切

り
た
い
で
す
。

（
鹿
央
町 

T
・
Y
さ
ん
）

何
気
な
く
食
べ
て
い
る
食
材
で
も
、栄
養
や
健
康
効
果
を
知
る
と
意
識

も
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。
私
も
お
い
し
く
取
り
入
れ
て
、夏
バ
テ
せ
ず
元

気
に
過
ご
し
た
い
で
す
！

いん

夏のキラキラ

・冷やし固める耐熱容器を4つ
ご準備ください
・使用するお湯をいっぺんに沸
かし、それぞれ量って加える
と早いです
・お湯を入れるとすぐ固まるの
で、1種類ずつ作りましょう
・ゼリーの素を加えたらすぐ
泡だて器で混ぜ、しっかり溶
かしてください　

材 料

作り方

色んな味のゼリーで

色んな味のゼリーで

【全体運】 正確で確実な作業で高評価を得られます。行き違いがあっても落ち着いて話し合いを。良い方向へと進むはず
【健康運】 野菜もタンパク質もバランス良く食べて　【幸運の食べ物】 イチジク

【全体運】 対人運が活性化。良い話も悪い話も聞こえてきそう。建設的な話題に参加を。うわさ話はできるだけスルーが正解
【健康運】 食事と運動の両方から血行促進を図って  【幸運の食べ物】 葉トウガラシ

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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　本誌１～４ページに掲載しました通り、第３４回

ＪＡ鹿本通常総代会で新役員が選任されました。

新体制のもと、地域の皆様

から愛され、必要とされる

ＪＡを目指して取り組ん

でまいります。

　もうすぐ夏休みですね！今年は新型コロナが

５類移行しての夏休みになります。旅行やレ

ジャーを計画されている方も多いと思います。ケガ

や事故のないように

楽しい夏休みをお

過ごしください。

http://www.ja-kamoto.or.jp

kikaku@ja-kamoto.or.jp

HP：

：

https://www.instagram.com/ja_kamoto/
インスタグラム

いいね
お願いします！

鹿央古代の森の蓮の花

■発行責任者／西岡 裕治
■編集責任者／村上 浩二
■印刷所／㈱チューイン
■発行日／2023年7月15日

■〒861-0562 熊本県山鹿市鹿央町持松159番地1
☎ 0968-41-5120

発行／JA鹿本 

鹿本農業協同組合 キャリア職員募集要領鹿本農業協同組合 キャリア職員募集要領

応募資格応募資格1.

募集定員募集定員2.

提出書類提出書類3.

応募期限応募期限4.

採用試験採用試験5.

雇用形態雇用形態6.

採用時期採用時期7.

①就労経験（実務経験）があること。
②大学・短大・高専・高等学校を卒業していること。
③昭和63年4月2日以降出生の方
若干名
履歴書（経歴書）、最終学歴証明書、成績または履修証明書

令和５年度採用

※詳細につきましては、ＪＡ鹿本ホームページ  または、総務部 人事研修課 ☎0968-41-5122まで　
※令和６年４月採用はマイナビ・リクナビサイト、中途採用についてはマイナビ転職サイトをご覧ください。

〒861-0562　熊本県山鹿市鹿央町持松159番地 1
JA鹿本　総務部 人事研修課　職員採用係  宛て

提出先

令和5年8月22日（火）
令和5年9月1日（金）
正職員
採用決定後応談により


